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17年度�
決算審査�

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
　
年
度

決
算
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会

で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
掲
載
し
た
の
は
、
そ
こ
で
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望
の
概
要
で
す
。�
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消
防
費
の
防
災
費
に
お
い

て
、
防
災
訓
練
が
隔
年
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
毎
年
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
は
、
平
成
１６
年

度
の
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
１７

・
１８
年
度
に
各
２３
自
主
防
災

会
、
１９
年
度
に
、
１７
・
１８
年

度
の
課
題
・
反
省
点
も
踏
ま

え
て
、
４６
自
主
防
災
会
で
実

施
す
る
方
向
が
出
さ
れ
て
い

る
。
２０
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
３
年
間
の
経
過
を
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

収
納
事
務
に
つ
い
て
、
市

税
・
国
保
税
の
徴
収
を
一
元

化
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果
に

つ
い
て
、
滞
納
繰
越
分
に
つ

い
て
は
平
成
１７
年
度
２１
・
８

％
の
収
納
率
で
、
前
年
度
比

３
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
収
税
推
進
室
と

し
て
は
、
滞
納
金
額
１
０
０

万
円
以
上
を
受
け
持
つ
滞
納

整
理
担
当
を
設
け
、
滞
納
者

の
差
し
押
さ
え
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
の
説
明
で
あ
り
ま

し
た
。

建
築
費
で
は
、

耐
震
診
断
・
改
修

補
助
に
つ
い
て
質

疑
を
交
わ
し
、
広

報
誌
や
説
明
会
等

で
周
知
し
た
が
、

今
後
は
所
得
税
や

固
定
資
産
税
の
減

税
措
置
も
検
討
し
、
減
災
に

努
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
目

標
値
を
定
め
て
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
民
が
詐
欺
な
ど

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

手
続
き
等
の
整
備
に
つ
い
て

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

体
育
総
務
費
で
は
、
委
員

か
ら
、
学
校
行
事
に
組
み
込

ん
だ
り
、
夏
休
み
に
校
外
学

習
の
時
間
、
子
ど
も
達
に
ボ

ー
ト
を
漕
ぐ
体
験
を
さ
せ
て

み
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

学
校
管
理
費
で
は
、
二
学

期
制
並
び
に
夏
休
み
短
縮
の

試
行
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

と
も
に
授
業
時
間
数
の
確
保

が
主
な
目
的
で
、
二
学
期
制

は
、
個
人
面
談
や
家
庭
訪
問

な
ど
を
加
え
な
が
ら
、
児
童
、

保
護
者
に
理
解
を
し
て
も
ら

う
た
め
の
工
夫
、
方
法
を
検

証
し
た
い
。
夏
休
み
短
縮
は
、

夏
休
み
終
了
後
に
、
検
討
委

員
会
で
検
証
し
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
費
の
葬
祭
費
は
、
本

年
度
の
申
請
率
は
８０
・
７
％

と
、
前
年
度
比
６
・
６
％
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
、
委
員

か
ら
は
、
申
請
率
の
向
上
に

向
け
て
努
力
を
す
る
と
と
も

に
、
未
申
請
の
状
況
把
握
に

も
努
め
ら
れ
る
よ
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

総
務
費
の
交
通
対
策
費
で

は
、
利
用
率
の
増
加
に
伴
い
、

美
笹
循
環
の
使
用
車
両
の
見

直
し
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ

た
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
増
大
を
図
る
た
め

の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
展
開
を
要

望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賦
課
徴
収
費
に
つ
い
て
は
、

市
税
は
現
年
度
及
び
滞
納
繰

越
分
と
も
前
年
度
比
プ
ラ
ス

の
収
納
率
と
な
っ
て
お
り
、

収
納
率
向
上
の
要
因
に
つ
い

て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

消
費
生
活
対
策
費
で
は
、

消
費
生
活
相
談
に
お
け
る
相

談
事
例
の
動
向
を
も
と
に
質

疑
を
交
わ
し
た
ほ
か
、
消
費

者
啓
発
事
業
の
講
座
の
内
容

及
び
参
加
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
テ
ー

マ
に
よ
っ
て
は
参
加
者
が
非

常
に
少
な
い
も
の
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
講
座
内

容
で
関
連
の
深
い
部
署
と
連

携
を
図
り
、
多
く
の
市
民
に

参
加
い
た
だ
け
る
工
夫
を
要

望
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総

務

総
合
政
策
部
・
総
務
部
・

会
計
課
・
消
防
本
部
　
等

（
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部
署
）

防
災
訓
練
　

１９
年
度
は
４６
自
主
防
災
会
で
実
施

消
費
者
啓
発
事
業
…
…
関
連
部
署

と
の
連
携
な
ど
工
夫
を
要
望

耐
震
診
断
・
改
修
の
促
進
を

民
生
費
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
費
で
は
、「
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
調
査
業
務
」
の
結
果

に
つ
い
て
、
上
戸
田
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
浴
室
と
脱
衣
所
の

天
井
及
び
新
曽
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ル
奥
壁
に
確
認
さ

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
成
型
板

で
表
面
塗
装
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
現
状
に
お

い
て
は
飛
散
の
可
能
性

は
低
い
。
今
後
、
劣
化

等
に
よ
り
飛
散
が
な
い

よ
う
定
期
検
査
を
行
い
、

適
切
に
対
応
す
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

留
守
家
庭
児
童
保
育

費
で
は
、
学
童
保
育
室

の
現
況
及
び
防
火
管
理

者
に
つ
い
て
質
疑
が
出

さ
れ
、
執
行
部
か
ら
、

全
て
の
施
設
は
県
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
基
準
に

準
拠
し
て
い
る
。
防
火
対
策

と
し
て
、
担
当
課
と
消
防
本

部
に
よ
り
全
施
設
の
点
検
、

問
題
箇
所
の
改
善
を
行
っ
た
。

指
導
員
に
は
防
火
管
理
者
の

講
習
を
受
け
さ
せ
、
防
火
管

理
者
と
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
福
祉
施
設

文
教
・
建
設
都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

市
民
生
活
市
民
生
活
部

水
道
部

農
業
委
員
会

健
康
福
祉
福
祉
部

福
祉
事
務
所

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
４
件
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま

す
。
な
お
、
１
件
の
要
望
書
も
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

意
見
書
等
を
提
出
�

意
見
書
等
を
提
出
�

衆議院議長様�

参議院議長様�

内閣総理大臣様�

総 務 大 臣 様 �

法 務 大 臣様�

金融担当大臣様�
　　　・�
　　　・�

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備
へ

新
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

近
年
、
医
師
の
偏
在
や
不
足

が
重
大
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

患
者
が
ど
こ
に
い
て
も
短
時
間

内
に
治
療
や
搬
送
を
行
う
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
の
必
要
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
導

入
が
進
ま
な
い
要
因
の
一
つ
は
、

運
営
主
体
の
都
道
府
県
や
病
院

の
過
重
な
財
政
負
担
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

全
国
配
備
を
推
進
す
る
た
め
に
、

財
政
基
盤
の
確
立
を
含
め
て
、

体
制
整
備
に
必
要
な
措
置
を
図

る
新
法
の
制
定
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

肝
炎
対
策
を
求
め
る
意
見
書

１.

ウ
イ
ル
ス
検
診
体
制
の
拡

充
と
検
査
費
用
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
。

２.

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治
療

体
制
の
整
備
、
と
り
わ
け
治

療
の
地
域
格
差
の
解
消
に
努

め
る
こ
と
。

３.

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
治
療
の

医
療
費
援
助
等
の
支
援
策
を

実
施
す
る
こ
と
。

４.

肝
炎
に
対
す
る
偏
見
・
差

別
を
取
り
除
く
た
め
、
正
し

い
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
行

う
こ
と
。

公
契
約
に
お
け
る
適
正
な
労
働

条
件
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

建
設
業
の
元
請
と
下
請
と
い

う
重
層
的
な
関
係
の
中
で
、
建
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設
労
働
者
の
賃
金
体
系
は
不
安

定
な
状
態
に
あ
り
、
仕
事
量
の

変
動
が
、
直
接
、
施
工
単
価
や

労
務
費
の
引
き
下
げ
に
つ
な
が

る
な
ど
、
建
設
労
働
者
の
生
活

を
不
安
定
に
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
建
設
労
働
者
の
適

正
な
労
働
条
件
の
確
保
と
と
も

に
、
工
事
に
お
け
る
安
全
や
品

質
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

公
共
工
事
に
お
け
る
新
た
な
ル

ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

１.

建
設
労
働
者
の
適
正
な
労

働
条
件
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
、「
公
契
約
法
」
の
制
定

を
推
進
す
る
こ
と
。

２.

「
公
共
工
事
の
入
札
及
び

契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
の
付
帯
決
議
事

項
に
つ
い
て
、
実
効
あ
る
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
。

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
の
早
期

全
面
解
決
を
求
め
る
意
見
書

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
が
実

施
さ
れ
、
既
に
２０
年
目
を
迎
え

て
い
る
が
、
そ
の
不
採
用
問
題

が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
は
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
I
Ｌ

Ｏ
条
約
批
准
国
の
一
員
と
し
て
、

政
治
的
、
人
道
的
精
神
に
基
づ

き
、
す
べ
て
の
関
係
者
と
話
し

合
い
を
早
期
に
開
始
す
る
よ
う
、

交通環境対策
（１３人）

指定管理者制度
（１３人）名称・定数

石 井 民 雄奥 田　 実委 員 長

中 島 浩 一伊 東 秀 浩副委員長

三 浦 芳 一鈴 木 麗 子委　　員
岡 嵜 郁 子菅 原 文 仁

馬　場　栄一郎遠 藤 英 樹

中 名 生　 隆召 田　 厚

斎 藤 直 子榎 本 守 明

細 井 幸 雄花 井 伸 子

熊 木 照 明手 塚 静 枝

本 田　 哲平 野　 進

神 谷 雄 三浅 井 隆 夫

山 崎 雅 俊望 月 久 晴

栗 原 隆 司高 橋 秀 樹

※議会改革特別委員会は変更ありません。

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

美
女
木
八
幡
歩
道
橋
の
安
全

対
策
を
求
め
る
要
望
書

現
地
は
高
架
歩
道
橋
の
た
め
、

従
来
か
ら
見
通
し
が
悪
く
、
さ

ら
に
は
、
歩
道
橋
に
設
置
さ
れ

て
い
る
防
壁
ア
ク
リ
ル
板
も
ブ

ラ
ウ
ン
パ
ネ
ル
で
あ
り
、
照
明

灯
も
全
体
的
に
暗
い
た
め
、
見

通
し
が
き
か
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
市
立
美
笹
中
学
校
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
犯

罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
視

点
か
ら
も
、
早
急
に
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、
強

く
要
望
す
る
。

▲日ごろの訓練が大切です

▲ いざというときのために耐震改修を

▲安心してご利用ください（上戸田福祉センター）

▲今後も役に立つ講座の充実を

※ＩＬＯ＝社会正義の向上と雇用・労働条件の改善を目的とした国連の専門機関

※


